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It is generally claimed within both developmental and family psychology that families support 
their children and facilitate their development. However, families sometimes create social issues, 
such as child abuse, causing many individuals to suffer. Still, there are individuals who are able 
to overcome such stressful experiences. The purpose of this study is to review research that has 
focused on stressful family-related events, the individuals involved and their adaptative strategies. 
First, we review experiences of child adversity and child abuse as typical examples. Second, we 
review adaptative strategies by selecting examples of meaning making and posttraumatic growth. 
Third, we review studies of adaptation that have focused on stressful family-related events. Finally, 
we discuss the need for more studies to examine adaptive strategies for coping with stressful family-
related events as a direction for future research.
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はじめに

家族は情緒的癒し，甘えの源泉でもあれば，たと
えば社会化や教育のためにこの自由や意思を制限す
る場でもある（平木他，2019）。自立へ向かう青年期
に入ると，子は今まで価値観や判断の基準としてい
た親からの分離をめぐって，親子間で対立・葛藤を
生じさせながら親子関係の再構築がなされていく

（藤原・伊藤，2017）。通常はそこで，様々な情動や
葛藤を受けとめ悩むことによって成長する（福森・
小川，2009）。
このような「子どもの発達や自己形成における親，
及び家族の密接な関係と影響」は発達心理学や家族
心理学をはじめとする様々な学術分野において，知

見が積み重ねられてきた。しかしながら，そんな重
要な親，家族をきっかけとするストレスフルな体験
にさらされる子ども達，その苦しみを背負って大人
になった者達がいる。この「親，家族をきっかけと
するストレスフルな体験」は，様々な要因が複雑に
絡んで，児童虐待をはじめとする問題として発現し，
関連する問題をさらに引き起こす。昨今はニュース
などのメディアを通して，多く散見されるものであ
り，我々の記憶に新しいものではない。
一方で，ストレスフルな体験を乗り越えて，今を
幸せに生きる人がいることも確認されており，当事
者の歩んできた過程や，それを支えているパーソナ
リティ等が研究されつつある。
本論文では，こうした家族に関連したストレスフ
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ルな体験と，それを乗り越えるという事象に焦点を
あてて，以下の手続きを行う。まず，家族に関連す
るストレスフルな体験が，経験した当事者にとって
どんな影響があるのかを検討し，社会問題として顕
在化している関連する問題とその情勢の概観するこ
とで，今後の検討の重要性を再確認する。次にこう
いったストレスフルな体験の適応全般，及び家族に
関連するストレスフルな体験の適応の研究について
概観し，当事者のための今後の有効な支援に必要な
課題と展望を述べる。
今日 SDGsが提言され，社会問題に対する地球規

模での解決へ向けて，国家や機関が動き出している。
本論文は SDGsの中でも 3「保険」（公益財団法人地
球環境戦略研究機関（IGES），2022）の3d「すべて
の国々，特に開発途上国の国家・世界規模な健康危
険因子の早期警告，危険因子緩和及び危険因子管理
のための能力を強化する。」，16「平和」（公益財団法
人地球環境戦略研究機関（IGES），2022）の16.1「あ
らゆる場所において，すべての形態の暴力および暴
力に関連する死亡率を大幅に減少させる。」，16.2「子
どもに対する虐待，搾取，人身売買およびあらゆる
形態の暴力および拷問を撲滅する。」の達成に向けて
大きく寄与するものである。

ストレスフルな体験

家族に関連するストレスフルな体験について概観
していくにあたり，まず堀田・杉江（2015）を取り
上げる。堀田・杉江（2015）は，ストレスフルな体
験に相当する重大なネガティブ体験について，大学
生を対象に自由記述による探索的検討を行ってい
る。この研究では，これまでの人生で経験した重大
なネガティブ体験として学業・進路，人間関係，部
活動・スポーツ，喪失，災害，犯罪被害が抽出され
たことが報告されている。特に「第一志望の大学に
落ちる」や勉強，就活などの学業・進路（出現率
38.1％）と，失恋，友人関係，家族関係の不和，離
別などの人間関係（出現率30.7％）が多く抽出され
ていた。これより，ストレスフルな体験には様々な
種類が存在し，我々の身近なものであることがわか
る。

家族に関連するストレスフルな体験
堀田・杉江（2015）において，人間関係に含有さ
れる形で抽出された家族関係の不和や離別は，経済
的・身体的・人間関係等のストレスが親と子の心身
の機能に影響し（中澤，2012），家族が機能不全に
陥った時に生じる。そして独自の状況が絡むことで，

親や保護者側からの不適切な養育，接し方が生まれ
た場合，児童虐待が起きる。児童虐待は子ども側に
とっての強く長く続くストレス，逆境，不利な状況
とされるものの典型（仁平，2011）である。厚生労
働省（2000）によると，児童虐待は 4つに区分され
ており，定義は以下の通りである。

一． 児童の身体に外傷が生じ，又は生じるおそれの
ある暴行を加えること。

二． 児童にわいせつな行為をすること又は児童をし
てわいせつな行為をさせること。

三． 児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい
減食又は長時間の放置，保護者以外の同居人に
よる前二号又は次号に掲げる行為と同様の行為
の放置その他の保護者としての監護を著しく怠
ること。

四． 児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対
応，児童が同居する家庭における配偶者に対す
る暴力（配偶者（婚姻の届出をしていないが，
事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）
の身体に対する不法な攻撃であって生命又は身
体に危害を及ぼすもの及びこれに準ずる心身に
有害な影響を及ぼす言動をいう。）その他の児童
に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。

一が身体的虐待，二が性的虐待，三がネグレクト，
四が心理的虐待である。古荘・磯崎（2015）はさら
に， 代理ミュンヒハウゼン症候群（Munchausen 
syndrome by proxy＝MSBP）を医療虐待として解釈
し，教育虐待と教育ネグレクトを加えて，児童虐待
全体を整理している。代理ミュンヒハウゼン症候群
とは南部（2002）によると，他者の健康を故意に損
ねる行為や積極的に他者の生命を危険にさらすと
いった危険な行為を行うことである。教育虐待と教
育ネグレクトについては古荘・磯崎（2015）が，子
どもに直接的に教育指導をする親や教師などから，
子どもが受ける，一次的あるいは二次的な有害事象
として定義し，さらにその中で必要な行為をしても
らえないことと定義した。
以上の身体的虐待，性的虐待，ネグレクト，心理
的虐待，医療虐待，教育虐待，教育ネグレクトにつ
いて，虐待を「子どもの側から判断した時，有害な
行為をされること」，ネグレクトを「子どもの側から
判断した時，必要な行為をしてもらえないこと」と
して 2点でまとめている。
これらのことから，児童虐待は，虐待を行う者の

側ではなく，受けた者の側から判断した時，有害な
行為を受ける，または必要な行為をしてもらえない
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ことであることが分かる。
さらに，子どもの well-beingへの影響も加味して
検討している研究も存在する。馬場（2015）は概念
分析を通して，児童虐待を「養育者から子どもへの
一方的な支配関係から成る，養育者の自覚の有無に
関係しない行為による子どもの状況を基盤とした，
子どものwell-beingを害する行為，及び子どものwell-
beingを保つ行為の欠如である」と定義した。
では，児童虐待を受けたものはどのような影響を
受けるのであろうか。身体的影響から概観する。友
田（2016）は，ハーバード大学との共同研究により，
被虐待児が背負うストレスの脳への影響を検討し，
以下の知見を見出した。まず，性的虐待を受けた者
や両親の家庭内暴力（Domestic Violence：DV）を
目撃した者は，大脳皮質の後頭葉にある視覚野の容
積が18％減少していることを明らかにした。友田

（2016）はこのことから性的虐待被害者は詳細な映像
を見なくてもいいように無意識のうちに適応しよう
としている可能性を考察した。
また，厳格な体罰を受けた人の脳内では，右前頭
前野内側部の容積が平均19.1％減少し，右前帯状回
に16.9％の容積減少が見られ，左前頭前野背外側部
も14.5％減少していたことが明らかになった。
さらに，複数のタイプの虐待を受けた者は，脳へ
のダメージも複雑になり，深刻化する。
児童虐待は身体的影響だけではなく，認知などの
心理的指標への影響や精神疾患の生起にも関連す
る。黒崎・田中・江原・清水（2013）は症状として，
外傷後ストレス障害（PTSD）や抑うつ，注意欠陥
多動性障害（ADHD）や自閉症性スペクトラム障害

（ASD）に類似した反応性愛着障害，解離性障害など
の心理的・精神的問題と，行為障害や非行，自傷行
為，触法行為などの行動上の問題に加え，学習行動
の問題といった学習上の問題をあげている。Lochner 
et al.（2010）は虐待のような小児期のトラウマと成
人後の社交不安障害やパニック障害との関連を示唆
した。
安部（2005）は臨床像として，神経症症状，ヒス
テリー症状といった身体的影響，思考の欠如や極端
な知的機能の低下のような知的・認知的発達への影
響，うつや人間関係の回避のような行動・情緒・性
格形成への影響の 3点からまとめて，境界性人格障
害の者の子ども時代に虐待被害があった可能性を推
察している。
以上のように児童虐待は様々なネガティブな影響
を及ぼす。今日明白となっている虐待が連鎖してし
まうという可能性を含め，これらについて総合する
と，仁平（2011）の言及している「児童虐待は，子

どもから自信や能力，拠り所を奪い，憎しみ，悲し
みといったネガティブな感情を生起させ，自己や世
界への嫌悪を生み出す源になってしまうことに最大
の罪がある。」が児童虐待の何たるかを言い表してい
る。
児童虐待は日本において大きな社会問題となって
いる。厚生労働省（2019）によると平成30年度の児
童相談所での児童虐待相談対応件数は159850件にも
のぼり，平成 2年から増加傾向にある。この値は相
談対応件数という認知件数である。そのため，認知
件数に対して目に見えていない，実際に虐待が起き
ている件数はさらに多いことが予測できる。
一方，法務省（2020）では，児童虐待に係る事件
の検挙件数と検挙人員の推移を報告している。令和
元年の事件の検挙件数は1972件，検挙人員は2024人
である。概算で 1ヶ月に160人以上が検挙されている
ということになる。また，児童虐待相談対応件数と
同様に増加傾向にあり，特に前年度に比べて検挙件
数，検挙人員ともに40％以上も増大している。
子どもが経験する，家族に関連するストレスフル
な体験の代表的な例として挙げられる児童虐待を概
観してきたが，この子どもが経験する家族に関連す
るストレスフルな体験をまとめた概念が存在する。
それが逆境的小児期体験（Adverse Childhood 
Experience: ACE）（谷地，2020）である。これは小
児期におきた逆境的な体験のことであり，Felitti et 
al.（1998）の ACE 研究において検討されている。
Felitti et al.（1998）は ACEを身体的虐待，心理的
虐待，性的虐待の虐待 3点とアルコールや薬物の物
質依存，自殺に関連するものを含む精神疾患，暴力
的にあしらわれる母親・継母の存在，家庭内の者が
投獄されたことがあるかどうかの家庭の機能不全 4
点から検討している。ここで挙げられた概念，また
はACE全体から受ける影響についても検討されてい
る。Díez et al.（2017）は，小児期にDVにさらされ
ることで，青年期に重大なネガティブな影響を受け
ることを明らかにしている。McLeod et al.（2014）
は，小児期の身体的な体罰や虐待にさらされること
が増加することと，以降のネガティブなパートナー
関係，パートナーの社会適応に関する問題，親密な
パートナーへの暴力による被害とその認知の 4点の
間の関連を見出している。Ko et al.（2011）では，調
査協力者のうち，虐待・ネグレクトと夫婦間暴力の
認知の両方を経験した者は自尊感情が低く，高い割
合で攻撃的，暴力的になる，あるいは貶められてい
ると感じることを報告していた。さらにこの者たち
は well-beingが貶められ，親の暴力やしつけは自身
のせいであると感じていた。Kaslow and Thompson
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（2008）は，虐待を経験した子ども，及び母が親密な
パートナーから身体的な暴力を受けた経験を有する
子どもは強い心理的苦痛を経験していたことを報告
している。
一方，Lamers-Winkelman et al.（2009）によると，

夫婦間暴力を目撃した子どもは，他のACEにもさら
されていることが報告されている。これより，ACE
に含まれる概念のうちの 1つを経験していた場合，
他のACEの構成要素も経験している可能性を念頭に
置いておく必要がある。また，Roustit et al.（2009）
が，小児期に夫婦間暴力にさらされた成人は，抑う
つ，パートナーを支配しようとする行為，児童虐待，
アルコール依存といった心理的不適応に陥るリスク
が高いことを報告していることから，児童虐待の連
鎖の可能性のように，ACEとは他の ACEの原因と
なり，負のスパイラルを生む可能性がある。

ACEに内包されている児童虐待は「ACOD」とい
う概念の日本における普及の契機となった。

「ACOD」は「機能不全家族におけるアダルトチルド
レン：Adult Children Of Dysfunctional family」の略
称のことである。アダルトチルドレンとは機能不全
に陥った家族の中で育ち，幼少期において不適切な
養育のもと，性格，人格，対人関係に障害をきたし
た人々のことである（千葉・小林，2003）。元々は，
アメリカの臨床の現場で生まれた「Adult Children 
Of Alcoholics（アルコール依存症の親のもとで育ち，
成長した人）：ACOA」という用語に由来する（信田，
2001）。現在はアルコール依存症に起因する家族の問
題に限定せず，様々なタイプの家族の問題に起因す
る機能不全家族の中で生じた家庭内トラウマの犠牲
者として捉えられている。特徴としては self-esteem

（自己評価・自尊心）の低さが挙げられている（千
葉・小林，2003）。

ストレスフルな体験の適応の概念の台頭

近年，ポジティブ心理学における「ネガティブな
部分だけでなく，ポジティブな部分やアドバンテー
ジにも目を向ける」という視点や，パーソンセンター
ドアプローチの自己実現傾向を基盤として，人間の
適応に関する研究が積み重ねられつつある。なかで
も，機能，プロセス，隣接概念との関連等について，
積極的に検討がされている概念に「意味づけ」とい
うものがある。これはストレスフルな体験を経験し
た後の適応過程のことである。

Park（2010）は既存の意味づけの研究を概観し，
土台となるThe meaning making modelを提唱した。
このモデルは，global meaning（包括的な意味）と

ストレスフルな体験を経験した時に行われる
situational meaning（状況の意味づけ）の 2つで構
成されている。このモデルによると，意味づけは以
下のような手順で行われる。まず，ストレスフルな
体験を経験した人は，その出来事の意味の評価を行
う。この評価とは包括的な意味との比較を指す。こ
こで不一致が生じなかった場合，ストレスフルな体
験に適応したことになり，意味づけが生起すること
はない。もし，差異が生まれた場合，meaning making 
process（意味づけの過程）へと進む。この部分を完
了することで，meaning made（生成された意味）が
生まれる。ここで生まれた，生成された意味が，包
括的な意味の新たな部分として追加されたり，包括
的な意味を新たに改変したりする。この一連の流れ
を総じて situational meaning（状況の意味づけ）と
呼ぶ。global meaning（包括的な意味）とは，個人
が信念や目標等（Reker and Wong，1968）としてす
でに持っている感覚で，人生初期において形成され
るが，経験をもとに修正されるとされている（Austin 
and Vancouver，1996）。meaning making process（意
味づけの過程）とは，包括的な意味とストレスフル
な体験の評価との間で不一致が起きた場合，不一致
を減少，解消する（堀田，2016）行程である。meaning 
made（生成された意味）とは意味づけの過程を通し
た変化や産物である（Park，2010）。
意味づけの研究の傾向としては何に意味づけした
のかを取り扱う生成された意味についての研究か
ら，どう意味づけしたのかを取り扱う意味づけの過
程の研究を中心に行うようになった（堀田・杉江，
2012）。
意味づけの過程に関しては同化，調節，意味の付
与といった概念が検討されてきた（Park，2010；堀
田・杉江，2013；宅，2010）。なかでも同化と調節は
Joseph and Linly（2005）が有機体価値理論を提唱し
たことを皮切りに，機能についての多くの研究が積
み重ねられてきており，堀田・杉江（2013）により
尺度が開発され，より実証的な検討が可能となっ
た。
同化とは自身が持つ物事の見方や考え方に一致す
るようにその体験を解釈，了解することである（堀
田・杉江，2013）。同化を通した意味づけは，成長感
や人生や周囲に対する感謝は感じにくいものの，ス
トレスフルな出来事を体験したことによるネガティ
ブな影響も抑えることが出来ることが報告されてい
る（堀田・杉江，2013）。調節とはその体験を理解，
解釈するために意識的，意図的な認知，感情的対処
を行い，自身が持つ物事の見方や考え方を修正して
いくことである（堀田・杉江，2013）。調節を通した
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意味づけは，成長感を得られ，ポジティブな変容を
導く一方，ネガティブな変容も導くことが報告され
ている（堀田・杉江，2013）。ストレスフルな出来事
に直面した際，同化と調節は一つの出来事に対して
両方とも行われると指摘されている（堀田・杉江，
2013）。加えて，調節を通した意味づけの過程から得
られる，生成された意味の順序性や連続性を捉える
ことにより意味づけの過程から生成された意味への
プロセスをより詳細に解明できる可能性が示唆され
ている（堀田・杉江，2013）。
生成された意味に関しては，最も体系的な検討が
なされてきた代表的な概念としてPTGが挙げられて
いる（堀田・ 杉江，2013）。1996年，Tedeschi と
Calhounにより Posttraumatic Growth（PTG：心的
外傷後成長）が提唱された。これは，大変つらい出
来事や突然の不幸な出来事に直面した人が，様々な
ストレスを経験しつつ，苦悩と向き合う中で生じる
人としてのこころの成長を表す（宅，2016）。先述の
生成された意味の代表概念である。PTGの用語内に
外傷（traumatic）とあるが，これは PTSD症状に準
ずるものに限らず，さまざまなライフイベントやス
トレスフルな体験が含まれている。該当する基準と
して，いかに主観的に衝撃的な出来事として体験さ
れたかに重点を置くのが特徴である（宅，2010）。
PTGを測定する尺度としては，最初にPosttraumatic 
Growth Inventory（PTGI：心的外傷後成長尺度）が
Tedeschi and Calhoun（1996）により開発された。

PTGIは 5因子で構成されており，以下に内容を
示す。第 1因子は「他者との関係」である。人間関
係の在り方や付き合い方が変わるような体験がこの
領域のPTGである。他の人とのつながりの中で経験
される成長（例えば相手を思いやる気持ちが強く
なった等）がこの領域の例である（宅，2014）。第 2
因子は「新たな可能性」である。それまで描いてい
た人生の道筋とは異なる方向性が余儀なくされるが
ゆえに新しい可能性が開けてくるという内容のPTG
である。自分の身に起きたことをきっかけにそれま
では手を取ったこともないような本や雑誌に興味を
持ったりするようになる等がこの領域の例である

（宅，2016）。第 3因子は「人間としての強さ」であ
る。自分を自分自身がどうとらえるかという自己認
知のポジティブな変容を表す。予測し得ないような
出来事が自分に起き，それでも今，自分はまだ生き
ているという現実をふまえ，自分で思っていた以上
に自分というのは強い面があると感じることがこの
領域の例である（宅，2016）。第 4因子は「精神的な
変容」である。スピリチュアルな事柄や人間の力を
超えた神秘的な事柄などについて理解がより深まる

ことを表す。生き方や死ぬことについて，思いを巡
らせることがこの領域の例である（宅，2014）。第 5
因子は「人生に対する感謝」である。出来事が起こ
る以前は，当然のこととして受け止めていた平凡な
毎日や生きていることそのものに対して，改めて感
謝の念が生まれるという変化がこの領域の成長であ
る（宅，2014）。
現在は最新版の日本版心的外傷後成長尺度拡張版

（Japanese Posttraumatic Growth Inventory X:PTGI-
X-J）（Tedeschi et al. 2017）が存在する。本尺度は
Tedeschi et al.（2017） が作成した Posttraumatic 
Growth Inventory Xの日本語版である。

PTGIの開発により，PTGの測定による量的な検
討が可能となった。これをきっかけにさまざまな研
究がなされてきた。 日本においても，Taku et 
al.（2007）が日本人大学生に対して調査を行う際，
日本語へ翻訳して「 日本語版外傷後成長尺度

（Japanese Posttraumatic Growth Inventor y：
PTGI-J）」を作成したことにより活発に研究が行われ
ている（中山他，2017；亀田・相良，2011；堀田・
杉江，2013；浦﨑・森川，2019）。

PTG の 生 起 過 程 に つ い て は，Calhoun et 
al.（2010）が理論モデル（Figure1）を提唱してい
る。このモデルでは，まず，信念や世界観を揺るが
すような破壊的な出来事が起き，PTG生起への最初
のきっかけとなる。その後，情緒的苦痛が起きる。
この時，想定してきた信念が試される。次に情緒的
苦痛を和らげるために，自動的かつ侵入的な熟考や
反芻が生じる。しかしながら，自己分析や自己開示
により変動し，周囲のサポート等も影響して情緒的
苦痛のコントロールができるようになっていく。こ
の時，自身の属する社会や文化による影響も受ける。
そして意図的で適応的な熟考が可能となり，認知の
ゆがみの変化や自身の物語の変化が起きてPTGが生
起する。最終的に自身のウェルビーイングや人生に
対する満足が得られる。この理論モデルは数多くの
研究から支持されている（浦崎・森川，2019；上條・
湯川，2016；下釜，2020）。
先ほど Park（2010）の統合的な意味づけモデルに
おいて，PTGは生成された意味に相当する点につい
て言及した。一方で PTGの理論モデルにおいても

「意図的・内省的・前向きな熟考」が意味づけに相当
するとされている。
この点については，検討するストレスフルな体験
の特徴や研究対象の当事者に応じて，最適な概念を
当てはめるか創生することで，支援に有用な知見を
生み出すことが重要である。

PTG と近似する概念としてレジリエンス
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（Resilience）もまた，盛んに研究されている。レジ
リエンスとは，心理的ホメオスタシス（psychological 
homeostasis）として，ストレッサーに曝露されても
心理的な健康状態を維持する力，あるいは一時的に
不適応状態に陥ったとしても，それを乗り越え健康
な状態へ回復していく力である（齊藤・岡安，2009）。
PTGとレジリエンスの違いに関して飯村（2017）は
以下のように論じている。レジリエンスは元の機能
レベルへ戻るというプロセスであるが，PTGは元の
機能レベルへ戻るというプロセスの先に，元の機能
レベル以上の変化（成長）がおこる。そのため，ス
トレス経験後のプロセスとしては 2つの概念は部分
的に重なるといえる。

家族に関連するストレスフルな体験の適応の研究

では，最初に取り上げた児童虐待のような，家族
に関連するストレスフルな体験の適応の研究はどの
ようなものがあるのだろうか。
まずは児童虐待の被害者の適応過程に焦点を当て
たものを取り上げる。藤野（2010）は，被虐待経験
のある女性を対象に当事者の目線からどのように被

虐待経験を乗り越えたのかを質的に検討している。
藤野（2010）によると，虐待を受けた当事者は，受
けた行為が不当であると気づき，受身者のままでい
ることから脱却しようと試みる。虐待への恐怖心が
減少するにつれて，なぜ虐待が起きたかを理解しよ
うとし洞察を深める。
また井上・笹倉（2017）は，児童期に性的虐待を
受けた女性の語りから自己回復力を明らかにした。
井上・笹倉（2017）によるとこの女性の語りは過去
の出来事をその時々の「現在」の地点から語り直し，
異なる意味づけを併存させたままライフストーリー
を構築していた。井上・笹倉（2017）はこの行為に
ついて，ライフストーリーを継続的な語り直しの可
能性に開かれたものにする意味があったと考察して
いる。
一方で PTGからアプローチした研究に関しては，
以下の研究が挙げられる。

Lev-Wiesel et al.（2005）は被性的虐待体験からの
PTGについて検討した。その結果，性的虐待を受け
た当事者にPTSDとPTGが併存し得ることを明らか
にした。これは当事者が心的外傷後ストレスに傷つ
きつつもそこから成長しようとしてる可能性を示唆

社会⽂化的影響

遠隔的:⽂化的社会的テーマ

Figure1 PTGの理論モデル（Calhoun et al. 2010)を宅( 2016)が翻訳
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情緒的苦痛のコントロール
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Figure1　PTGの理論モデル（Calhoun et al. 2010）を宅（2016）が翻訳
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している。
Hooper et al.（2008）は親子役割の逆転体験から

PTGへの予測因子の検討をした。その結果，親子役
割の逆転は PTSD等のネガティブ体験のリスク要因
となる一方で，PTGの予測要因にもなることが示唆
された。さらに情緒の親子役割の逆転体験が非臨床
の者達の苦悩の予測要因になり得ることも明らかに
した。

Woodward and Joseph（2003）は被虐待経験を持
つ人の語りからの PTGの主題の探索的検討を行っ
た。その結果，人生への熱意，立ち向かう心，決意
といった生きる意志，自分の正当性の自認や受容，
自由の認識といった変容，人生の新たな側面の認知
へ人間関係の変容，自己認知の変化といった心理学
的変化が語りから明らかとなり，PTGの促進に寄与
する知見となった。
しかしながら，家族間で起きた問題を取り上げた
意味づけの過程について検討した研究は少なく，十
分になされているとは言い難い。特に尺度が開発さ
れ，研究の自由度が高騰した意味づけやPTGのよう
な概念を用いて，「サバイバーが傷つき，症状等を
負った時点から適応（意味づけて対処行動を行うこ
とを含む）し，変容を経て，well-beingを得て今を
生きるに至った」プロセスを学際的に検討する研究
は進んでいない。

課題と展望

これまで家族に関連するストレスフルな体験，当
事者への影響が，関連する問題とその情勢，ストレ
スフルな体験の適応全般，及び家族に関連するスト
レスフルな体験に焦点を当てた研究ついて概観し
た。
先行研究を整理すると，多くの人々が，児童虐待
をはじめとする，軽度から重度にわたる家族関係に
おける様々な諸問題を契機とする葛藤体験に傷つい
ていることは明白であり（厚生労働省，2019；法務
省，2020；堀田・杉江，2015），そこから適応する
人々もまた，確かに存在することが明らかになった

（藤野，2010；井上・笹倉，2017）。
そして，適応過程の概念の尺度が開発され（堀

田・杉江，2013；Tedeschi and Calhoun，1996），同
化や調節を通した意味づけが成長感を促進する（堀
田・杉江，2013）ことが明らかになった。これらを
踏まえて，最後に今後の課題と展望について言及す
る。
家族に関連するストレスフルな体験については，
虐待のような典型的なものや小児期に経験したもの

に焦点を当ててまとめた ACE（Felitti et al. 1998）
が，経験した当事者にどのような影響を及ぼすのか
検討されてきた。しかしながら，家族間におけるス
トレスフルな問題とその葛藤は我々も体験するもの
であり，軽度のものから重度のものまで様々である。
このスペクトラム状に存在するという点を踏まえて
検討することで，支援の知見の生成に繋がると考え
る。
適応については，多くの研究が，何かの系統に限
定しないストレスフルな体験全体を想定した適応過
程の検討を行っており（浦﨑・森川，2019；下釜，
2020），知見の一般化に向けて，多様な出来事の分類
を行い，想定した検討が求められている（堀田・杉
江，2013）。そのため，家族関係における適応の検討
も今日に至るまで，焦点を当てた当事者研究（藤野，
2010；井上・笹倉，2017）が行われているが，「サバ
イバーが傷つき，症状等を負った時点から適応（意
味づけて対処行動を行うことを含む）し，変容を経
て，well-beingを得て今を生きるに至った」プロセ
スを学際的に検討する研究は進んでいない。
そのため，適応過程の詳細について，症状に関す
る生物学的観点，医学や神経科学等を含む知見によ
る検討や，回復後の状態像，適応後の社会復帰や心
理的な変容といった観点も踏まえて学際的な検討を
することが求められる。
また，家族に関連するストレスフルな体験の適応
過程の確立のその先の包括的な支援の生成へ向け
て，教育機関も動いていく必要がある。昨今は「お
受験」と遠ざけられてきた中学受験が身近になりつ
つあり，大学進学の一般化が進み，子どもと教育機
関が接点を持つことが増加している。そんな中，渡
部（2019）は，大学教育が意図せず，教育虐待，教
育ネグレクトになってしまわないように，学生の発
達や理解力に配慮して学生主体の教育の考察をして
いくことの重要性を訴えた。教育機関は学生相談の
ような，家族とは別の近しい介入支援の窓口として，
一方でアイデンティティ確立や後の教養取得，社会
適応を支える機関として肝要な役割を持つだろう。
こういった子どもとその家族が抱える問題を適応
する過程を明らかにすることは，以降の問題の予防
や健康の増幅につながる視座を導くものであり，家
族心理学や健康心理学，ポジティブ心理学，臨床心
理学の観点からも重要である。さらに，看護学，社
会福祉学，保育学等を含む知見によるストレスフル
な体験や葛藤を生まない環境づくりのための親への
子育て等についてのサポートの検討にも寄与すると
考えられる。
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